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解  説 


ウイラ ノー ヴァ人 (Villanovans) と エト ルス ク人 （Etruscans) の 間 係 


紀元前 10 世紀 頃 か ら， イタリア はヴ イラ ノー ヴァ 文化に 代 
表される 鉄器 文化に 入って 行く。 （ヴ イラ ノー ヴァと は， 現 

在の ボ (3  —  ニヤ 近 邸の 村の 名で， ここに， 文化の 最初の 遺跡 
が 発見され たので， こう 呼ばれる） この ヴ イラ ノー  ヴァ 文化 
は， 農耕民族の 文化で あり， 死者 を 火葬に して 穴 を 掘り 骨壷 
に 収める 井戸 型 方式 をと り， この 墳墓 群が， 今日， イタリア 
の 地， そこ ここに 発見され るので ある。 

ヴ イラ ノー  ヴァ 人と エト ルス ク 人の 関係 は， エト ルス ク人 
起源 問題と も 関連して， 未解決の 問題が 多く 定説 を 持たない 
が， ここで は 主に， タルクイニア における ヴ イラ ノー  ヴァ文 

化の 研究で 名高い Hugh  Hecken 教授の 説 を とる ことにす 

る 0 

旧石器時代 以来， 青銅器 全 時代 を 通じて， イタリアに は， 
地中海 人種 リ グ レシ クロ 人の 居住が あつたが， 新石器時代 か 
ら， 北ィ タ リ ァは 北ョ一 口 ツバ 文化の 影響 を 残して いるのに 
対して， 東南 イタリア は， 東 地中海， エーゲ海 沿岸 地域の 影 
響 を 受けて おり， 青銅器時代に なると， ミケネ 文化の 影響が 
エミ リア 地方にまで 達して いた ことが 明らかで ある。 

前 10 世紀 頃に な ると， ヴァル カン を 中心とした 東ョ一 口 ッ 
パ 及び 中央 ョ 一口 ッパ から ィ タ リ ァ 半島に 多く の 人間が 移住 
し， （前者が ヴ イラ ノー ヴァ 民族 形成に 人口 的 意味 を 持つ ほ 
どの 多数の 集団で あつたのに 対し， 後者 は， 繁栄して 行く ヴ 
ィ ラノ  — ヴァ 人の 集落 地に 魅き つけられた 金属 細工 人達 だつ 
たの かもしれ ない） 土着の 民族 を 南に 追い やりながら， 又 一 
部 は 彼等と 融合しながら， アベ ニン 山脈の 西に 位する ェ トル 
リャ 地方， カンパ一 ニヤ 地方， アペニン山脈の 北東 道の アド 
リア 海 沿岸 地方の 三 地域に 定住した。 時代 を 下って， そこに 
東 地中海， エーゲ海 沿岸 地方から， 海 を 渡って やって来た 人 
達が これに 加わり， 全く 同じと は 云えない にしても， それぞれ 
の 地に 地域差の ほとんど 認められない 類似した 文化 を 残し， 
ここに ヴ イラ ノー  ヴ ァ 人の 複合 民族が 形成 したので ある。 

この 海からの 民族 は， 時代の 一致と いう 問題 は あるが， 数 
々の 伝記， へ 口 ド トスの リ ディ ァ からの ティ ルセ 二 アンの 移 
住に 関する 叙述， ヘラ 二 クスの ペラス ギ族 に関する もの， ト 
ロイ ャ 戦争の 英雄 達の 西方 諸国の 建設に 関する もの， 又， 口 


一 マ 時代の リヴィ ウスの アイ ネィ ァス は， エト ルス ク 人との 
戦いで 殺 された などと いう 叙述 を 想い 起す。 

前 8 世紀 後半に なると， この 東 地中海 沿岸， エーゲ海 沿岸 
地方の 影響に 近東 諸国の 影響まで も 加って， それ は 時代と 共 
に 増加し， 前 7 世紀に 入る と， 中部 イタリア， エトルリア 地 
方の 文化に 大きな 影響を及ぼす ような 民族が やって来て， そ 
の 地方に 定着 し た 事実が， 数 々 の 考古学 的 資料 か ら 明らかに 
なる。 

この 一つの 流れ は， エジプトからの 影響 を 含めた シリ ァ， 
キ プロスからの もので あり， これ は， 前 8 世紀す でに 地中海 
に 進出 を 始めて いた フヱニ キア 人との 交易 を 介した もので， 
又， 前 8 世紀 後半の アッシリア 人の シリア， パレス ティナ 征 
服に よって 生じた 避難民 も これに 加わった。 も う 一つの 流れ 
は， 前 8 世紀 未から 前 7 世紀に かけての キンメル 人の 侵入が 
原因で， フリ ギア， リディアの 首都 を 含めての， 小アジア， 
黒海 沿岸 地域 か ら やつ て 来た 民族で あ る 。 

これに 関して は， ギリシアの 東方 様式 を 通して， ギリシア 
人 を 介して， エト ルリ ャの 地に 伝播した という 説 も ある 力く， 
結論 は， これからの 研究に 待たなければ ならない。 

ともかく， ここに， ギリシアの 強力な 影響が 加って， 後の 
ローマに 絶大な 影響 を 与える ェ トル スク 民族が 形成す るので 
あるが， その 重要な 要素 を 成す もの は， あくまでも ヴ イラ ノ 
ーヴァ 人で ある。 

前 7 世紀の エト ルス ク 語の 成立 を 機に， まさに この 事実 か 
ら のみ， ヴ イラ ノー  ヴァ 人なる 名称から， エト ルス ク人 とい 
う 名称に 代る 力く， ヱ トル スク 都市の 最も 重要な 建設者 はヴィ 
ラ ノー ヴァ 人であった。 

ギ リ シァ 陶器が なぜ ェ トル リ ァの 地に 見い出され るか 

紀元前 8 世紀末から 前 3 世紀に かけて は， ギリシア， フヱ 
二 キア， カルタゴが， シチ リア， 南 イタリア， ティレニア海 
沿岸で， 植民 や 交易 をした 最盛期に あたる。 

当時， 現在の イタリア 中部 地方 を 中心に 住んで いた ェ トル 
スク 人の 居住地に は， 鉱脈 地帯が あり， 鉱石 資源が 豊富に 埋 


蔵され ていて， 銅， 鉄， 亜鉛， 銀， 金 を 産出して， 土着の 末 
開 民族 征服， 領土 拡大の ために 必要な 武器， 農耕 機具 を 作る 
材料と なり， エト ルス ク 人の 富と 権力 を 決定的に する 大きな 
役割 を はたし， 地中海の 制海権 を征 圧した。 

この 鉱石 資源 は， 東方の 先進 文明国から 海 を はるばる やつ 
て 来た 人達に とっても 大きな 魅力で あり， 海上 交易 権益に 関 
して， 利害 複雑な もの はあった が， 友好的な 経済 関係 も 成立 
して， 商業 取引が 広く 行われた。 

エト ルス ク人 は， 鉄， 銅， 銀， 或いは， すでに ヴ イラ ノー 
ヴ ァ 時代 か ら 発達が 始 つて い た 冶金 術に よって， それ 等 を 加 
ェ品 にして， 武器， 青銅 彫像， 生活 用 什器， 飾 装 品な どを輸 
出して， その 代償に 東方 諸国から 珍しい 品物 を 買い入れた。 
ギリシア 人 は 陶器 や 装身具， フヱニ キア 人 は ガラス や オリエ 
ント色 豊かな 装身具， カルタゴ 人 は 衣料 や 象牙 を， エト ルリ 
ャの 地に もたらした。 

一方， 当時， 東方から やって来て 先住民に 加わり， ヱ トル 
スク 民族 形成の 一大 要因と なった 近東， 小アジア， 黒海 沿岸 
地方からの 人達 は， 新しい 宗教と 共に， 人間の 来世に ついて 
の 新しい 概念 を もたらして， 埋葬 法， 葬祭 儀式に 新しい 風習 
を 伝えた。 すなわち， 人間の 来世に ついて， 他の 先史 時代の 
民族， ことに 古代 アジアの 幾つかの 民族と 同じく， 死者 は 墓 
の 中で 甦り， 冥界の 生活と 死体の 埋葬 状態 は 密接な 関係が あ 
ると いう もので， この 信念から， 死者に は 高価な 衣裳が 着せ 
られ， 香料が まかれて 石棺に 収められた。 墓 は 冥界で 生き 続 
ける 死者の 家と して， 墓 室 は 当時 彼等が 生活して いた 家の 内 
部 構造に 似せて 作られた。 そして， その 中には， 死者が 生き 
永ら える ために 必要な 食物， 酒 を 始めと して， 奉献 彫像， 動 
物 犠牲， 死者の 遺愛 品 や 生活 用品の 数々 の 陶器， 武器， 装飾 
品な どが 安置され たので ある。 当時の 彼等の 宗教心の 深さに 
ついては， 莫大な 数の 献納 物に よっても 推測す る こ とが 出来 
る。 この 副葬品の 中には， 当時 当方 諸国との 交易に よって 持 
たらされた 物品が， エト ルリ ャ 産の 物品と 共に 含れ ていて， 
ギリ シァ から 到来した 陶器 類 も， エトルリア 原産の ブッケ 口 
等の 陶器 類と 共に， 二 千 数百 年 を 経た 今日， 当時の ままの 姿 
で， エト ルス ク 墳墓から 発掘され るので ある。 それ 等 は 初期 
ロー ドスの ものから， プ ロト アツ ティカ 式， プロ トコ リント 
式， コ リント 式， アツ ティカ 黒 絵 式， 赤 絵 式， 白色 地 陶器， 
と アル カイ ク から クラシ ッ ク まで 総ての 時代 を 包含して いる 
ので ある。 


1 エト ルス ク ヴ イラ ノー ヴァ期 灰色 幾何学 刻 文 土器 

紀元前 10 世紀〜 8 世紀 高 41. 5 径 16.0 
\  ulanovan  cinerary  urn  engravea  with  geometric  oattern 
背高の 壷の 体 部に は 五ケの 複合まん じ， 頸部に は 複歩雷 文， 
三重 線 及び 小 同心円 文様の 刻 文が 周囲に 刻み 込まれて いる。 

2 エト ルス ク ヴ イラ ノー ヴァ期 黄色 突起 付 土器 

紀元前 11 世紀 高 26.0 径 26.0  ■ 
\  ulanovan  urn 

黄土 色調の 地肌の 体 部 上位に 四つの 鋭 突起と， その 各々 の 下 
に 凹 状 斑が 装飾され ている。 

3 エト ルス ク ヴ イラ ノー ヴァ期 両耳 付大 土器 

紀元前 8 世紀 高 37.0 径 40.0 
\ lUanovan  k rater 

暗赤色 調の 地肌の 体 部に は， 再 面 中央部に 馬蹄 型 浮彫 装飾， 
再 わきに も 一対ず つの 浮彫 装飾が あり， 台 高に なって いる。 

4 エト ルス ク ヴ イラ ノー ヴァ期 黒色 綱目 把手 クラ テル 
土器 

紀元前 8 世紀 高 22.0 径 22.0 
Villanovan  krater 

体 部 全体にた てに 浮彫 装飾が 等 間隔に あり， 把手 は繙 状に ね 
じれて いる。 

5 エト ルス ク ヴ イラ ノー ヴァ期 両耳 付大 土器 

紀元前 8 世紀 高 40.0 径 50.0 
\  ulanovan  grand  krater 

暗 灰色 調の 地肌に， 再 面 中央に 鼻 状 突起と 四方 上部に 四 組の 
圏点 文， その他の 部分に は 浮彫 文様が 全体に 装飾され， 突起 
付 複式 把手 を 持ち， 腹の 大きく ふく らんだ 器 体に は 小さな 台 
部が ついている。 

6 エト ルス ク ヴ イラ ノー ヴァ期 両耳 付 幾何学 刻 文黒陶 
蓋 付 土器 

紀元前 8 世紀 高 27.0 径 25.0 

\  ulanovan  pixis  with  a  cover  engraved  with  geometric 
pattern 

これ は 宝石 入れと して 使用され たもので， 体 部の 周囲に は 小 
同心円の 二 段の 並列， それ を 刻 線で ベン ダン ト 文様に つなぎ 
装飾され， 台 高で ふた 付に なって いる。 

7 エト ルス ク ヴ イラ ノー ヴァ期 黒 陶刻線 文様 土器 

紀元前 8 世紀 高 26.0 径 25. 5 

V  ulanovan  olpe  engraved  with  geometric  pattern 


肩部に 単純 逆 二重 三角の 刻 線 文様の 装飾が されて いる。 

8 エト ルス ク ヴ イラ ノー ヴァ期 両耳 付 土器 
紀元前 8 世紀 高 28.0 径 32.0 
Villanovan  krater 

暗赤色 調の 地肌で 体 部に は 等 間隔に たてに 浮彫 装飾， 再 わ き 
に はろう そく 立と 思われる 耳が ついている。 

9 エト ルス ク ヴ イラ ノー ヴァ期 注ロ複 把手 付 土器 

紀元前 8 世紀 高 33. 5 径 19.0 
Villanovan  jug  with  spout 

暗赤色 調の 地肌で 体 部に は， たて 浮彫り 装飾が ついていて， 
口が 上に 長く のびて， 把手 は 複合 型に なって いる。 

10 エト ルス ク ヴ イラ ノー ヴァ期 両耳 付 黒 陶土 器 

紀元前 8 世紀 高 23.  5 径 26.0 
Villanovan  krater 

両面 中央部に 突起と 半 pq 状 浮彫が あり， 体 部に は 等 間隔に 浮 
彫の 装飾が ついていて， 台 高に なって いる。 

11 エト ルス ク ヴ イラ ノー ヴァ期 両耳 付 土器 

紀元前 8 世紀 高 21.0 径 28.0 
Villanovan  krater 

両面 中央部に 突起と， その上 部に 三組の 三 点 模様， 全体に 刻 

彫 装飾が されて いる。 

12 エト ルス ク ヴ イラ ノー ヴァ期 青銅 1 本 

紀元前 7 世紀 高 5.0 径 17.0 

\  ulanovan  bronz  bowl 

鉢の 周囲 は 菊花 形に 細工 装飾され ている。 

13 エト ルス ク ヴ イラ ノー ゥア期 両耳 及び 突起 付 赤色 幾 
何 学 文様 大壷 

紀元前 8 世紀 高 59.0 径 52.0 
Villanovan  geometric  grand  amphora 

両面 中央部に は 突起が あり， 地肌 はや やきめ 荒 質の 赤褐色 
で， 同心円 文様が 白色で 装飾され， ふたが ついている。 

14 エト ルス ク ヴ イラ ノー ヴァ期 初期 神殿 型の 石棺 
紀元前 8 世紀 高 39.0 径 47.0 

Etruscan  urn  in  form  of  the  temple  in  early  style 

15 エト ルス ク ヴ イラ ノー ヴァ期 両耳 付 土器 

紀元前 8 世紀 高 30.0 径 23.0 
Villanovan  krater 

暗赤色 調の 地肌の 体 部に は， たての 浮彫 装飾， 両 把手 は 上に 


伸び， 首が やや 長くな つてい る。 

16 エト ルス ク ヴ イラ ノー ヴァ期 両耳 付 幾何学 文様 土器 

紀元前 8 世紀 後半 高 25.0 径 30.0 
V illanovan  geometric  krater 

薄茶の 地肌に， 赤褐色で 上部に 幾何学 的 同心円， その 下に 縦 

複重 三角が 周囲に 並列に 装飾され ている。 

17 ェ卜 ルス ク ヴ イラ ノー ヴァ期 幾何学 文様 把手 付 土器 

紀元前 8 世紀 後半 高 21. 5 径 17.0 

V Illanovan  geometric  omochoe 

薄茶の 地肌に， 赤褐色で 上部に 同心円 文様， その上 下 を 棒線 
と 波線 を 並列に した 台 高の 幾何学 的 文様で 装飾され ている。 

18 エト ルス ク ヴ イラ ノー ヴァ期 黒色 クラ テル 土器 （小 
アン フ オラ ふた 付） 

紀元前 8 世紀 高 32.0 径 28.0 

\ Illanovan  krater  with  a  small  cover-amohora 

体 部 両面 中央部に 突起， その周囲に円形部分の浮8^装飾がぁ 
り， 台 高に なって いる。 小さな アン フ オラの 蓋が ついている, 

19 ェ卜 ルス ク ヴ イラ ノー ヴァ期 両耳 付 黒 陶土 器 

紀元前 8 世紀 高 26.  5 径 34.  5 
\ Illanovan  rs.rater 

暗赤色 調の 地肌の 体 部に はたて に 8 本の 浮彫 装飾が されて い 

る D 

20 エト ルス ク ヴ イラ ノー ヴァ期 アン フ オラ 土器 

紀元前 8 世紀 高 15. 5 径 22.0 
\ Illanovan  small  amohora 

赤 茶色の 地肌に， 肥 手 は 複式で 上部で ねじれ， 両面 体 部 中央 
に は 突起が あり， 所々 白色で 装飾され ている。 

21 エト ルス ク ヴ イラ ノー ヴァ期 両耳 付 幾何学 文様 土器 

紀元前 8 世紀 後半 高 27.0 径 33.0 
\ Illanovan  geometric  krater 

薄茶の 地肌に， 赤褐色で 周囲 中央部に， 斜 格子縞 菱形が 並列 
に 幾何学 的に 装飾され ている。 

22 エト ルス ク ヴ イラ ノー ヴァ期 両耳 付 幾何学 文様 赤色 
土器 

紀元前 8 世紀 後半 髙 26.0 径 33.0 
Villanovan  geometric  krater 

赤褐色の 地肌に， 白色で 上部に 六 ケ所斜 格子 幾何学 文様と 両 
耳の 上部に 同心円 文様 を 装飾され ている。 


23 エト ルス ク ヴ イラ ノー ヴァ期 幾何学 文様 土器 

紀元前 8 世紀 後半 高 23.  5 径 24.0 
V Illanovan  geometric  vase 

白色の 地肌に， 太い 赤褐色で 幾何学 的に 斜 格子縞 文と 無地 を 
交互に 配して 装飾され ている。 

24 エト ルス ク ヴ イラ ノー ヴァ期 両耳 付 幾何学 文様 赤色 
土器 

紀元前 8 世紀 後半 高 23.0 径 28.0 
\ Illanovan  geometric  krater 

赤褐色の 地肌に， 中央部に 白色で 同心 H 文様が 下部から 台に 
かけて 線 状に 幾何学 的に 装飾され ている。 

25 エト ルス ク 市松 縞 文様 大壷 

紀元前 7 世紀 後半 高 52.0 径 35.0 
Etruscan  urn  with  check  pattern 

地肌 はきめ 荒 質の 赤褐色で， 浮彫り を 8 段つ く り。 上下 は 三 
角 形， 中 は 正方形 を じぐ ざ ぐに 市松 様 に 白色で 装飾 されて い 

る 0 

26 エト ルス ク ブッゲ 口 黒陶 オルべ 

紀元前 7 世紀 後半 高 25.0 径 15.  5 
Etruscan  bucchero  olpe 

口 は 三 葉 形で， 首と 耳に うねり 状の 装飾が されて いる。 

27 エト ルス ク プッケ 口 黒陶 才ルぺ 

紀元前 6 世紀 高 23.0 径 16.0 
t-truscan  Ducchero  olpe 

口 は 三 葉 形で， 中央部に 二 本の 浮彫りの 装飾が されて いる。 

28 エト ルス ク ブッゲ 口 カン タ ロス 黑陶杯 

紀元前 6 世紀 高 11.0 径 18.0 
t-truscan  buccnero  kantharos 

29 エト ルス ク 両耳 複 把手 付 小 土器 

紀元前 7 世紀 後半 高 11. 5 径 17.  5 
Etruscan  small  amphora 

両面 体 部 中央に は 突起と 半円形 浮彫り， その 周囲に はたて に 
浮彫 装飾が あり， 把手 は 複合 形で 上部で ねじれて いる。 

30 エト ルス ク プッケ 口 黒陶杯 

紀元前 7 世紀 後半 高 16.0 径 14.0 

Etruscan  bucchero  cup  with  a  handle  decorated  with  a 
human  face 

上に 伸びた 把手の 頂点に 二 段の 円錐 節。 そのつ け 根に は 人 顔 


浮彫りが 装飾され ている。 

31 ギリシア コ リント 式 ァリ パロス 

紀元前 620 年〜 610 年 高 23.0 径 13.0 
Corinthian  aryballos 

小さな 把手が 口 縁 部から 肩に ついた 香油 入れで， 右 膝 を 地に 
ふれ 左 脚 を ふみ 出して， 翼の ある 両腕 を あげて 膝 足の 姿 をし 
た 鬚の ある 男性 （ギリ シァ 神話に 出て 来る， ト ラ キア 地方に 
住む 北風 ボレ アースと 思われる） を 表面に， 裏面に は， 女性 
の 顔 をつ け 大きな 翼 を はばた く サイ レ ンを 腹部 一 ば い に 描 
き， それ 等の 空白に は ロゼット 文 （闪花 文） を はじめと して 
充塡文 を あしらつ ている。 形の 細部 は 刻 線で 描き， 口 縁 部の 
内側 は 残 滴が 外に たれない よ うに 小さ な 口にむ かって 内 傾 
し， その上 縁と 肩に は 舌 状 文が 装飾され ている。 

32 ギリシア コ リント 式 才ルぺ 

紀元前 610 年〜 600 年 高 20.0 径 22.0 
し orinthian  olpe 

ギリ シァ 陶器と して 非常に 希少な 珍しい 形の コ リ ン ト 式の 壷 
である。 オリエント 風の 植物 文 と 獣帯 文で 二 段に 区分 し て， 
上段 中央に は 口一 タス 文と パルメ ッ ト文を 組合せ， その 両側 
に サイレン， 白鳥 を， 下段 中央に は 両翼 を 広げた サイレン， 
その 周囲に 獅子， 豹， 野生 山羊， 白鳥 を 配して いる。 それ 等 

の 動植物の 間の 空白 は， ロゼ ッ ト文 （pq 花 文） を はじめと し 
て 多くの 空間 充塡文 を あしらつ ている。 又， それ 等の 細部 は 
刻 線で 表わされ ている。 裾 は 放射 状の 鋸歯 文で， 黒色の 口 頸 
部に は 白色と 連珠 文が ある。 

33 ギリシア プロ トコ リント 式 ピュク シス 

紀元前 690 年〜 680 年 高 8.  5 径 U.  0 
Protocormthian  dixis 

プロ トコ リン ト 様式 中期の 非常に 珍しい 形の 宝石 入れと して 
作られた もので， 本体に は 躍動す る 三 匹の 犬， ふたに は 四 匹 
の 躍動す る 兎 を 描き， 空白 を 放射 状に 結んだ 連珠 文と X 印で 
空間 充塡 している。 

34 ギリシア コ リント 式 ピュク シス 

紀元前 610 年〜 600 年 高 15.0 径 16. 5 
Corinthian  pixis 

宝石 入れと して 作られ， ふた 付の 非常に 珍しい 形で ある。 全 
体 を 植物 文， 獣帯 文で 装飾し， 体 部に は ロータス 文， 豹， サ 
ィ レン， 白鳥， 驚 を， ふたに は 口一 タス 文と パ ルメット 文の 
組合せと 翼 を 広げた サイレン を 配して いる。 それ 等の 動植物 
の 間の 空白 は， ロゼット 文 （闪花 文） を はじめと して 多くの 
空間 充塡文 を あしらつ ている。 細部 は 刻 線で 描いて いて， 裾 


は 放射 状の 鋸歯 文で ある。 

35 ギリシア コ リント 式 円柱 クラ テル 

紀元前 600 年 高 30.0 径 33.  5 
Corinthian  column  krater 

口が 広く 腹部が 張った 典型的な 円柱 クラ テルで， 二 段に 区分 
され 上段に 踊る コマ ステ ース （酔 客） 兩 側の 把手の 所に サイ 
レン， 下段に サイレン， 飾 子， 野生 山羊の 獣帯 文 を 描き， そ 
れ 等の 間の 空白に は， ロゼ ッ タ文 （円 花 文） を はじめと して， 
多くの 空間 充塡文 を あしらつ ていて， 形の 細部 は 刻 線で 描い 
ている。 裾 は 放射 状の 鋸歯 文で， 幅広い 口 縁 部の 両側に は 鬚 
の ある 男性 胸像 を 描き， その 荀囲は 波状 文様で 装飾 されて い 

る 0 

36 ギ リ シァ 初期 コ リント 式 オルべ 

紀元前 640 年〜 630 年 高 32.0 径 17.  0 
し orinthian  olpe 

プロ トコ リン ト 様式よ りコ リン ト 様式への 過渡期 時代の オル 
ベで， 三 段に 区分した 獸帯 文に は， 上段 中央に 兎， 両側に 豹， 
中段 中央に 豹， その 周囲に スフィンクス， 兎， 隳， 下段 中央 
に 牛， その 周囲に 豹， 野生 山羊と グリフォン を 配して いる。 
それ 等の 動物の 間の 空白に は， 初期 コリ ン ト 特有の ロゼ ッ ト 
文 （円 花 文） を 空間 充塡 として あしらって， 細部 は 刻 線で 描 
いている。 裾 は 放射 状の 鋸歯 文で， 黒色の 口 頸部 及び 耳に は， 
放射線に 結ばれた 連珠 文が ある。 獣帯 文の 中に 兎が 描かれる 
の は， 非常に 稀で ある。 

37 ギリシア コ リント 式 才 イノ コェ 

紀元前 610 年〜 600 年 高 41.0 径 22.0 
し ormthmn  omochoe 

典型的な コリ ン トの 形で 三 段に 区分した 獣帯 文に は 上段 中央 
に 豹の 対偶 文， 中段 中央に， 白鳥， その 周囲に 野生 山羊， ス 
フィンク ス， 下段 中央に 白鳥 その 周囲に 獅子， 豹， 白鳥 を 配 
している。 それ 等の 動物の 間の 空白に は， ロゼ ッ ト文 （円 花 
文） を はじめと して， 多くの 空間 充塡文 を あしらって， 細部 
は 刻 線で 描いて いる。 裾 は 放射 状の 鋸歯 文で， 黒色の 口 頸部， 
および， 耳に は 放射線に 結ばれた 連珠 文が ある。 

38 ギリシア コ リント 式 オルべ 

紀元前 610 年〜 600 年 高 32.0 径 17.  5 
Corinthian  olpe 

典型的な コ リントの 形で， 二 段に 区分した 獣帯 文に は， 上段 
中央に 羽ばたいた 白鳥， その 両側に 野生 山羊と 豹， 下段 中央 
に サイレン， その 周囲に 豹， 大きく 羽ばたいた 白鳥， 野生 山 
羊 を 配して いる。 それらの 動物の 間の 空白に は， ロゼ ッ ト文 


(闪花 文） を はじめと して 多くの 空間 充墳文 を あしらって， 
細部 は 刻 線で 描いて いる。 裾 は 放射 状の 鋸歯 文で， 黒色の 口 
頸部お よ び 耳に は 放射 状に 結ばれた 連珠 文が あ る 。 

39 ギリシア コ リント 式 三 葉 形 口 才ルぺ 

紀元前 600 年 高 42.  5 径 28.0 
Corinthian  olpe 

四 段に 区分され た 獣帯 文に は， 第一 段 中央に 白鳥 • 野生 山羊 
• 豹 • 獅子， 第二 段 中央に， グリフォン' 野生 山羊 • 白鳥 • 
獅子， 第三 段 中央に 野生 山羊 • 獅子 • 牛 • グリフォン， 第 四 
段 中央に 獅子 • 野生 山羊 • 白鳥 *猪を 配して， それ 等の 間の 
空白に は ロゼッタ （円 花 文） を はじめと して， 空間 充塡文 を 
あしらつ ている。 細部 は 刻 線で 描 き 裾 は 放射 状の 据歯 文で 三 
葉 形の 口 頸部お よ び 耳に は 連珠 文が あ る 。 

40 ギリシア コ リント 式 三 葉 形 口 才ルぺ 

紀元前 600 年 高 30.0 径 21.0 
Corinthian  olpe 

二 段に 区分され た 獣帯 文に は 上段 中央に 野生 山羊， その 両側 
に 豹， 羽ばたく 白鳥， 下段 中央に コマ ステ ース （酔 客)， その 
両側に スフィンクス， 野生 山羊， 豹 を 配して いる。 それ 等の 
間の 空白に は ロゼッタ 文 （闪花 文） を はじめと して， 多くの 
空間 充塡文 を あしらって， 細部 は 刻 線で 描いて いる。 裾 は 放 
射 状の 鋸歯 文で， 三 葉 形 黒色 の 口 頸部に は 放射線 に 結ばれ た 
白色の 連珠 文が ある。 把手に は ロータス 文， パルメ ッ ト 文の 
組合せが 描かれて いる。 

41 ギリシア アツ ティカ 黑絵式 ニコ クセ ノス 画家の ヒド 
リア 

紀元前 530 年〜 520 年 高 31. 5 径 36.0 

Attic  blackfigured  hydria  by  the  nikoxenos  painter 

模 よう 付 黒い キ ト ンを 着た 三人の 乙女が 泉に 水 を 汲みに 来て 

いる。 先の 乙女 はゴ ルゴ ンの 形の 蛇口から 水 を 汲んで おり， 

他の 二人 はヒュ ドリア を 頭に 乗せて いる。 葉 づきの 枝の 連続 

文様が 空間 充塡 文と なって いる。 画の 縁 飾と して 左右に ザク 

口 文， 上部に ロータスの 蕾 文 を 装飾して いる。 

ニク コセノ スの 画家 THE  NIKOXENOS  P  UNTER 

B.  C.  500〜530 

紀元前 6 世紀 第 四 4 半世紀， ギリシアの アツ ティカ 黒 絵式陶 
器から 赤 絵 式への 過渡期 時代の 作家。 現在までに， ' 'ニコ ク 
セ ノス の 画家" の 作品と される もの は， 黒 絵 式 23 点， 赤 絵 式 
30 点で， イタリア， 力 プア 出土の ミ シ シ ッ ピ一 博物館 所蔵の 
「ァ テナの 像」 の アン フ オラに ある 署名から， この 作家の 名 
前が 明らかになった。 前 530 年頃， アンド キ デスの 画家が 赤 
絵 式 を 考案した 後， 新しい 様式の 反作用 を 受けて， 黒 絵 式に 


再び 描写 法 を 求めよう とする 作家 達が 現われて， 形象 を 生き 
生きと 描き， 姿勢の 写実 性に 忠実で， 時には 人物に 敏捷 さま 
でも 表現す る ことに 成功した。 ニコ クセ ノスの 画家 は， この 
末期 黒 絵 式 及び 初期 赤 絵 式 時代に 活躍し， 黒 絵， 赤 絵の 両技 
法 を 用い， 特に 黒 絵 式 陶器に すぐれた 作品 を 残して いる。 又 
当時 名声 高い 陶工 に 「Karos  LegarosJ  (妙え なる レ ガロス 
の 意） の 如き 称号 を 送る 風習が あり 彼 も その 称号 "力 ロス" 
を 授かって いる。 日常生活 における 題材 を 伝統的な 神話 的 主 
題と 同じ 位よ く 扱った。 当 コレクションの ヒュ ドリ ァの 「泉 
に 水 を 汲みに 行く 乙女 達」 の 主題 も 同時代の 作家 達に 好まれ 
た 題材で， ィ タ リ ァ チェル ヴェテ リ 考古 博物館に よ く 似た 作 
[56 力 4 る 。 

42 ギリシア アツ ティカ II 絵 式 アマ シスの 画家の アン フ 
オラ 「アマ シスの 画家 署名 入り」 

紀元前 550 年〜 540 年 高 34.  5 径 23.  0 

Attic  klackfigured  amphora,  signed  by  amasis 

中央に 縁付 帽子， 羽根 靴 をつ け， 左手に ケリケ イオン (揚 杖） 

を 持った ヘルメスが 短い キ ト ンを 着て 立ち， 右側の 短 槍 を 手 

にキ ト ンと マン トを つけた アポロ ンと 会話して いる。 左側へ 

ルメ スの 後に は， 鬚の ある キ トンと マント をつ けた 従者が 立 

つてい る。 裏面 中央に は， 野獣 達の 女主 人 有 翼の 神 アル テミ 

スがキ ト ンを 着て 蛇 を 両手に 持ち， その 両側に は マン ト を 着 

て 槍 を 持った 二人の 男が 立って いる。 頸部に は ロータスの 蕾 

文， 下部に 放射 状の 鋸歯 文が 装飾され ている。 アマ シス は 中 

央 右側に 署名して いる。 

アマ シスの 画家 THE  AMASIS  PAINTER 

B.  C.  500〜530 

紀元前 6 世紀 4 四 半世紀， ギリシアの アツ ティカ 黒 絵 式 陶器 
最盛期の 代表的な 陶工。 アマ シスの 名前 は 現在までに 〔M〕 
Epoiesen  (made  〔forme〕） なる 動詞 を 伴って， 9 点の 陶器 

(絵の ない 小さな 破片 一点 を 含めて） に 現われて いる。 絵画 
の 様式が みな 同じで ある こ とから， この 陶工 は 画家と 同一人 
物と も 考えられ るが 確かで はなく， "アマ シスの 雍 家" と 呼 
ばれる。 当時の ギリ シァ 陶器に は 陶工 だけが 署名して いる 場 
合が 多く， 圃家は 陶工の ために 働く という 第二義 的な 役割し 
か 持たず 器 形の 工夫が， 絵画の それよ り 重要視され ていた。 

"アマ シスの 圃家" は， アン フ オラ， オイ ノコ ェ， レ キュト 
ス， キ リックス 等 様々 な 形の 陶器に 作品 を 残して いるが， そ 
れぞれ の 形に 独特の 調和 美が あり 表面の 仕上げの 精巧 さ と 共 
に， 彼の 陶工と しての 傑出した 存在 を 明確に 位置ず けた。 こ 
の 時代の 傾向 は， ェ クゼ キア スと '• アマ シスの 画家" に 大別 
される が， 前者が， 生粋の アテネ 精神から 発した 古典的な 高 
雅さを 極めて 行った のに 対し， アマ シスの 画家 は， イオニア 
趣味 を 敏感に 取り入れて， 自由で， 生き生きとした， 軽快で 


明るい 表現 を 好み， その 筆致 や 素描 家と して 完璧な 技巧 を 示 

している。 9 点の 署名 入 作品 は， ネック' アン フ オラ 3 点， 
オイ ノコ ェ 4 点， 小鉢 1 点より なり， 当 コレクションの アン 
フ オラ は 世界 初の ものと なる。 当 コレクション も オイ ノコ ェ 
は， ルーブル 博物館 所蔵の 「ヘラクレス， オリ ン ボスに 帰 
る」 の 作品 に似てい る。 署名の ない 彼の 作品 は， 110 点数え 
られ ている。 

43 ギリシア アツ ティカ 黒 絵 式 三 葉 口 オイ ノコ ェ 

紀元前 520 年 高 30.0 径ほ. 5 
Attic  blackfigured  omocoe 

葡萄と 酒と 神秘的な 狂乱 を 司る 神 デュオ ニュー ソス 力;， リ ュ 
トンと 細 枝 を 持って 中央に 座り， 二人の シ レー ノスが その 周 
り を 踊り狂つ ている。 空間 は 葉つ きの 枝の 連続 文様 を 描き， 

上部 は 舌 状 文で 装飾 されて いる。 

44 ギリシア アツ ティカ 黒 絵 式 アン フ才ラ 

紀元前 530 年〜 520 年 高 33.  5 径 24.  0 
Attic  blackfigured  neck-amphora 

中央に 花輪 を 左手に 持った 若者が 立ち， 右側の 鬚の ある キ ト 
ンと マント を 着た 男が 若者の あごに 手 を さ しのべて， 求愛し 
ている。 若者の 左側に は， もう 一人の 鬚の ある キ トンと マン 
ト を 着た ライバル らしき 男が 立って いる。 裏面に は 左側の 若 
者に 鬚の ある 二人の 男が 求愛し ようと している。 頸部に パル 
メ ッ ト 文と 口  — タス 文の 組合せ 肩部に 舌 状 文， 再 横に は 大き 
なう ず 巻きつ きパ ルメット 文， 下部に， 口一 タスの 蕾 文と 放 
射 状の 鋸歯 文 を 装飾して いる。 

45 ギリシア アツ ティカ 黑絵式 大 アン フ才ラ 

紀元前 520 年 高 45.0 径 33.0 
Attic  black  tigured  amohora 

中央に， 短い キト ンを 着て 剣 を 片手に した ヘラクレスが ケン 
タロウ スと 闘って いる。 左側に キ ト ンを 着た 女性， 右側に は， 

5£, ァェ ギス， キ トン をつ け搶を 手に した ァ テナが 立って い 
る。 裏面 は， ディ ォ ニュー ソ スがキ トン を 着て 左手に リュト 
ン 右手に 常春 樹と 葡萄の 枝 を 持って 立ち， その 横に キト ンを 
着た アフロ ディ 一 テがェ ロスと ヒメ  ロス を だいて いる。 その 
両 わきに シ レー ノスが 舞って いる。 頸部に ロータスの 蕾 文， 
台 部に 放射 状の 鋸歯 文が 装飾され て い る 。 

46 ギリシア アツ ティカ 黒 絵 式 アマ シスの 画家の 才 イノ 
コェ 「アマ シスの 画家 署名 入り」 

紀元前 550 年〜 530 年 高 31. 5 径 18.  0 

Attic  klacKfigured  oinochoe,  signed  by  amasis 

中央に 二人の 裸の 男が 立ち， 左側の 兎 をつ るした 若者 （ero- 


menos) に， 右側の 鬚の ある 花輪 を 持った 男が， 若者の あご 
に 手 を さ しのべて 求愛し よ う と している。 二人の 両側に は， 
長い キ ト ンを 着た 二人の 男が 槍 を 持って 立って いる。 頸部に 
パルメ ット 文と ロータス 文 を 組合せた 装飾が されて いる。 ァ 
マシス は 中央に 署名して いる。 アマ シスの 画家に ついての 解 
説 は No.  42 を 参照。 

47 ギリシア アツ ティカ 黒 絵 式 目 付 アン フ オラ 

紀元前 530 年〜 520 年 高 36.0 径 25.  5 
Attic  blackfigured  eye-neck-amphora 

中央に 大 担に 目 を 描き， その 間に 学芸の 神， 音楽の 神で ある 
アポ ロンが， キ トンと マント をつ けて， 頭に 帽子 を かぶって 
立ち姿で 六 弦の 竪琴 を 弾いて いる。 竪琴から は 琴の 下弦 をお 
お う ための 模様 入 り 布が たれて いる。 裏面に も 中央に 大 担な 
目 を 描き その 間に 葡萄と 酒の 神秘的な 狂乱 を 司る 神， デュオ 
ニュー ソ スがキ トンと マント を， 頭に は 飾り をつ けて， 左手 
に リュト ンを 持ち 立 姿で も う 一人の 女性 もキ トンと マント を 
着て， 左手 を 顔のと ころまで 上げて， むかいあって 立って い 
る。 頸部に パルメ ッ ト 文と ロータス 文の 組合せ， 肩部に 舌 状 
文， 葉つ きの 枝の 連続 文， 両 横に 大きな うず 巻き付 パルメ ッ 
ト文， 下部に ロータスの 蕾 文と 放射 状の 鋇 歯 文 を 装飾して い 
る。 

48 ギリシア アツ ティカ 式 白色 レキュ トス 
紀元前 470 年 高 19.0 径 7.  5 
Attic  wniteground  lekythos 

白地の 頸部の 細い 筒形で 墓前の 供物と して 用いられた。 画題 
は その 用途と 形に 応じて， 死者との 訣別， 死 国への 旅立ちな 

ど 哀愁に みた ものに 限られた。 これ は 一人の 乙女が キ ト ンと 
マントで 装って 椅子に かけて 五 弦 竪琴 を 弾いて いる。 裏面 は 
胴 部お よび 肩部に， パルメ ッ ト 文が 描かれて いる。 

「詩の 女神よ， われに 歌え， 力 コの勇 略の 男子の 物語 を」 ホ 
メ  ロス 「ォ デュ ッセィ ァ」 

49 ギリシア アツ ティカ 式 白色 レキュ トス 

紀元前 460 年 高 16.  5 径 7.0 
Attic  whiteground  lekythos 

白地の 頸部の 細長い 筒形で， 肩の 上に 把手 を もち， 墓前の 供 
物と して 用いられた。 函題は その 用途に 応じて 哀愁に みちた 
ものが 多かった が， これ は 珍しく 中央に 一匹の 鹿 を 描いて い 
る。 裏面に は パルメ ッ ト 文が 描かれて いる。 

50 ギリシア アツ ティカ 赤 絵 式 ェゥフ ロニ ウスの 画家の 
キ リックス 「ェ ゥフ ロニ 才ス 署名 入リ」 

紀元前 520 年〜 500 年 高 13.5 径 把手 付 45.0 把手な し 35.5 


At^c  red  figured  kylix,  signed  by  euphronios 
若者が キ ト ンを片 はだぬぎ 左手に 小さな 杯 を もち， 二つの ク 
ッシ ヨン を ひいて べッ 卜に 横にな り， 側に 女性が 脱いだ キト 
ンを 右手に 持ち 片膝 を ベットに かけて， 若者が 肩に さしのべ 
る 手に 応えて いる。 側の テーブルに は 椀と 常春 藤の 枝が あ 
り， 長い 杖が 置いて ある。 周囲 は 円形に メ アン デル 文で 装飾 
されて いる。 裏面に は， デュオ ニュー ソスの 信女で ある 五 人 
の マイ ナ デスと 三人の 裸の シレ一 ノ スが 常春 藤の 木の 下で 
「デュオ ニュー ソスの 秘事」 の 祭儀 を 行ない， 二 双 笛の 音に 
合せて 半狂乱に なって 舞って いる。 各々 の マ イナ デス は キト 
ンを 着て 蛇， 二 双 笛， テュル ソス （蔦の 木の 枝の 頭に 松 ぼつ 
くり をつ けた， デュオ ニュー ソス 信徒の 携える もの） を 持ち， 
二人の シ レー ノス は 二 双 笛 を ふき， 他の 一人 は 舞って いる。 
ェゥフ ロニ ォスは 把手に 署名して いる。 
ェゥフ ロニ 才ス EUPHRONIOS  B.  C.  520〜480 
紀元前 6 世紀 第 4 四 半世紀から， 前 5 世紀 第 1 四 半世紀に わ 
たっての ギリ シァの アツ ティ 力 赤 絵 式 陶器の 最も 創造力 ゆた 
かな 作家。 厳格 様式の 赤 絵に その 才能， 技量 を 発揮した が， 
前 520 年頃から 前 500 年頃まで は 画家と して， その後， 前 480 
年頃まで を 陶工と して 活躍した。 現在までに 彼が 画家と して 
署名 された 作品 は 17 点 発見 さ れ， 彼の 作品 と 見做される もの 
は 80 点 を 教えられ るが， その 形 は， クラ テル， スタ ムノス， 
アン フ オラ， ペリ カイ， ヒュ ドリア， キ リックス， ス キュフ 
ォスと 多種に わたって いる。 彼の 卓越 さは， その 正確な 写実 
主義に あり， 特に 人体 構造の 観察 は， 解剖学の 発達した 現在 
の 我々 にと つても， まさに 驚異と いうより はなく， 実際 我々 
の 目に 見えない 部分まで も 透視 見して いる。 又， それぞれの 
人物の 表情に は， 個性的な 息吹き を 与えて おり， これ はヱゥ 
フ ロニ ォに 於て 始めて， ギリシア 陶器 絵画に 現われて きた 現 

象で ある。 こうして 絶妙な 構想 を 土台に して， 赤 絵 式の 可能 
性 を 十分に 自覚して 仕事 を 押し進め， 見事な 完成 地域に 達し 
ている ので ある。 彼の 陶工と しての 署名の ある 作品 は， 15 点 
残って いる 力 S， その 中には， ォネシ モス， ドウ リスの 画家と 
共 作 し た 作品 も ある。 前 500〜475 年の 間 は ペルシャ 戦争 前後 
であった が， ェゥ ロニ ォスの 開いた 新しい 世界 は 更に 追求 さ 
れ， 洗練され て 赤 絵 式の 最盛期 を 迎え， ギリシア 美術に 不動 
の 位置 を 築いた。 当 コレクションの キ リツ クスは ェゥフ 口  二 
ォス によ り作陶 され， 彼 自身に よって 描かれた ものである。 
赤 絵 式の 画家で ある クレオ フ ラデフの 画家 プリ ュ ゴスの 画家， 
画家 マ クロン も 当コレ クシ ョ ンの キリ ック スの 主題 「踊 る シ 
レ ノスと マ イナ デス」 と 同じ 絵で キリ ッ タスに 残して おり， 
現在， 三 作品 とも ミ ユン ヒェ ン 博物館 所蔵 となって おり 総て 


ェゥフ ロニ ォスを 踏襲した もので それらの 原作と なる 当 作品 
は ギリ シァ 陶画史 においても 非常に 貴重な 作品で ある。 

51 ギリシア アツ ティカ 赤 絵 式 円柱 フラ テル  ,\ 

紀元前 470 年 高 26.0 径 26.0 
Attic  redfigured  column-krater 

アル 力 ディ ァの 丘辺 を さまよ う ニンフ 達の 一人 シュ一 リ ンク 
スがキ トンと ヒマ ティア を 着て， 狩獵 のた めの 弓 を 片手に 裾 
を からげ て 二 本の 槍 を 手に 追う パー ン から 逃げて いる。 パー 
ンは 短い キ トンと ベタ ソス をつ けて いる。 頸部に は 口一 タス 
の 蕾 文の 装飾が されて いる。 裏面 は， 手に 杖 を 持ち 若者が マ 
ン ト を 着て 立って いる。 

52 初期 ローマ 大 アン フ オラ 

紀元前 2 世紀 高 95.0 径 30.0 
Roman  grand  amphora 

地肌 はきめ 荒 質の 薄茶で 長身の 脚部 は 長く 突起して いる。 
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